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皇女が身清めた施設か

東
西
105
㍍
の
柱
列
跡

奈良・脇本遺跡

奈
良
県
費

の
脇
本
遺
跡

で
7
世
紀

の
柱
列
跡
が
見

つ
か

り
、
償
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

（
橿
考
研
）
が
17
日
、発
表
し
た
。

過
去
の
調
査
と
合
わ
せ
、
柱
列

は
東
西
1
0
5
㍍
に
わ
た

っ
て

2
列
に
並
ん
で
い
た
と
推
定
さ

れ
、
橿
考
研
は
「
柵
か
建
物
か

確
定
で
き
な
い
が
、
計
画
的
で

大
規
模
な
施
設
的
滞
粧
郷
明
ら

か
と
な

っ
た
。
大
伯
皇
女
（
天

武
天
皇
の
娘
）
が
伊
勢
神
宮
に

卦
統
彊

清
め
た
と
さ

れ
る
泊
瀬
嘉
宮
だ
っ
た
可
能
性

が
高
ま

っ
た
」
と
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
東
西
12
㍍
、

南
北
8
㍍
の
「
コ
」

の
字
形
に

柱
穴
14
基
を
確
認
。
柱
の
直
径

は
35
り
甥

ン
は
碓
定
さ
れ
る
。

「
磯
城
・
磐
余
の
諸
宮
調
査

会
」
に
よ
る
昭
和
59
～
63
年

の

⊥
～
5
次
調
査
で
確
認
さ
れ
た

見
つ
か

っ
た
柱
列
跡
。
奥
の
水
田
に
向
か

っ

て
1
0
5
㍍
続
く
と
推
定
さ
れ
る
＝
奈
良
県

桜
井
市
の
脇
本
遺
跡
（
川
西
健
士
郎
撮
影
）

7
世
紀
後
半
の
柱
列
跡
と

一
直

線
に

つ
な
が
り
、
柱
列
跡

の
北

側
に
あ
る
現
在
の
春
日
神
社
を

中
心
に
、
約
1
0
0
㍍
四
方
の

古
代
の
造
成
地
の
南
面
に
建
て

ら
れ
た
柵
か
建
物
の
可
能
性
が

想
定
で
き
る
と
い
う
。

爪y
▼つ
いソ
や
く

脇
本
遺
跡
周
辺
は
雄
略
天
皇

（
5
世
紀
後
半
）
の
宮
殿
の
伝

承
地
で
、
天
武
2

（
6
7
3
）

年
4
月
か
ら
約
1
年
半
、
大
伯

皇
女
が
滞
在
し
た
と
、
日
本
書

紀
に
記
さ
れ
た
泊
瀬
斎
宮
と
の

関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

現
地
説
明
会
は
20
日
午
前
10

時
～
午
後
3
時
。
近
鉄
大
阪
線

大
和
朝
倉
駅
徒
歩
15
分
。
当
日

の
問
い
合
わ
せ
先

（
℡
0
8
¢

・
4
3
3
0・
0
6
6
4
）
。

前
園
実
知
雄
・

奈
良
芸
術
短

大
教
授
（
考
古
学
）
の
話
「
柱

間

の
長
さ

に

ば
ら

つ
き
が

あ

り
、
建
物
よ
り
は
柵
だ
ろ
－つ
。

泊
瀬
斎
宮
の
可
能
性
も
含
め
、

脇
本
遺
跡
が
律
令
国
家
が
誕
生

す
る
7
世
紀
後
半
も
政
権
の
重

要
施
設
だ

っ
た

こ
と
が
よ
り
明

ら
か
に
な

っ
た
」
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泊
瀬
斎
宮

の

一
部
か

脇
本
遺
跡
一7
世
紀

の
柱
穴
列

横
井
市
脇
本
の
脇
本
遺
跡

で
、
建
物
か
柵
の
跡
と
み
ら
れ

る
柱
穴
列
（
7
世
紀
）
が
見

つ

か

っ
た
と
、
県
立
榎
原
考
古
学

研
究
所
が
17
日
、
発
表
し
た
。

鰯

発

瑚醐
弼
脚

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

・

桂
穴
は
隅
丸
方
形
（
長
辺
1

・
3
～
1
・

5
㍍
、
短
辺
0

・

8
～
1
・

1
㍍
、
深
さ
40
～
70

巧
）
で
計
14
基
。
1
・
95
～
2

・

5

㍍
の
間
隔

で

コ
の
字

形

（
東
西
12
㍍
、
南
北
8
㍍
）
に

並
ん
で
い
た
。

過
去
の
調
査
で
西
側
の
3
カ

所
で
、
同
じ
く
東
西
方
向
に
伸

び
る
同
規
模
の
柱
穴
列
（
7
世

紀
後
半
）
が
出
土
し
て
お
り
、

同
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
む

桂
穴
列
は
西
側

へ
続
き
、
二
重

の
柵
列
か
、
東
西
方
向
の
建
物

跡
か
ば
不
明
だ
が
、
柵
と
す
れ

ば
西
側
の
柱
穴
列
と
合
わ
せ
て

1
0
0
㍍
を
超
す
長
大
な
規
模

に
な
る
。

一
帯
は
5
世
紀
に
雄
略
天
皇

の
「
聯
聖

賢

が
あ
っ
た

と
さ
れ

る
地
域

。
日
本
書

紀

は
、
6
7
3

（
天
武
2
）
年
、

大
来
皇
女
を
伊
勢
神
宮

へ
遣
わ

す
前
に
身
を
清
め
る
た
め
、
油

源
斎
告

に
住

ま
わ

せ
た

と
記

す
。
前
園
実
知
雄
・

奈
良
芸
術

脇
本
遺
跡

で
見

つ
か

っ
た
柱
穴
列

の

一
部
。
奥

の
水

田
の
下
に
続
き
が
延

び

て
い
る
と

み
ら
れ
、
今
秋

に
調
べ

る
予
定
＝
横
井
市
脇
本

短
大
教
授
（
考
古
学
）
は
「
柱

間
に
バ
ラ
ツ
辛
が
あ
る
の
で
、

柵
で
は
な
い
か
。
斎
宮
の

一
部

か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
何
ら

か
の
重
要
な
施
設
が
あ

っ
た
の

は
間
違
い
な
い
」
と
話
す
。

現
地
説
明
会
は
20
日
午
前
姐

時
～
午
後
3
時
。
近
鉄
大
和
朝

倉
駅
の
北
東
約
1
㌔
で
、
市
立

朝
倉
小
学
校
で
受
け
付
け
。
小

雨
決
行
。
問
い
合
わ
せ
は
凍
考

研
（
0
7
4
4
・

24
・

1
1
⑬

1

）

へ

。

［
農
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